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　　　Zusammenfassung : Zwei vOUig verschiedefie Begriffe, Takt and Rhythmus, vermengt
man oft in der Alltagssprache miteinander.　Ohne die　Verschiedenheit zwischen beiden
ins　klare zu　bringen, konnte　man aber das　Wesen des　Rhythmus nicht　verdeiitlichen.
Unter　dem Takt　versteht man　sowohl die　Taktung d. h. die Teilungsleistung als auch
deren Ergebnis d. h. bestimmte　Zeitspanne innerhalb　der Verszeile.　Eine　Verszeile als
die Reihe der Takte im letzteren Sinne ist durch ein ganz andersartiges Grundgesetz, das
syntaktische, in mehrere Wortgruppen einzuteilen,die auch mit dem Atemziigen des Spre-
chens　mehr oder　weniger　im　Zusammenhang　stehen.　ＤｉｅべA'^ortgruppe　heiBt　Kolon,
WortfuB, Sprechtakt, Atemgruppe oder Periode des Sinnes. Zwar ist anerkannt, daB sich
das Dasein des　Rhythmus in der　Selbstandigkeit der Kola offenbart, aber　es gibt keihe
iibereinstimmende Ansicht dariiber, was fiireinen Umfang ein Kolpn hat. Die lange Zeile
des Hexameters muG durch 1～2 Schnitten, sozusagen Zasuren, in 2～３ Wortgruppen ge-
gliedert　werden, die aus　den kleineren Teilen bestehen, die sich mit den Takten bzw.
VersfiiBen schneiden.　Wenn man die Zasurregeln betrachtet, die Heusler festzulegen
versucht, bemerkt man　die meisten　der Schnitte　die Bezeichnungen　tragen, die aus der
antiken Metrik herriihren. Wir sind nicht im stande, in der vielbestrittenen Frage zu
entscheiden, ob das antike Vorbild hinsichtlich fderZasurregeln dem deutschen Ｈｅχameter
gilt,denn uns ist das Gefiihl fur den deutschen Versrhythmus nicht angeboren.　Auch
uns ist es aber nicht unmblich zu lernen, wie Variation in der Gleichheit als das Grund-
gesetz allerrhythmischen Schonheit und Lebenskraft in Erscheinung kommt. Man kann
auch sagen, daS die Untersuchung der grundlegenden Begriffe und Methoden, die in der
Takttheorie von Heusler gebraucht, unter deren groBen EinfluS die deutsche Verslehre
von heute steht, zum Verstehen des Versrhythmus iiberhaupt immer noch aufschluBreich ist.
　詩のRhythmusは本来体験的に把握されねばならないものであるが，ドイツ語に対する生得の
Rhy.感覚を持たぬ我々は，最初から容易には克服し得ない困難の前に立だされている。
　しかし, Rhy.の秘密を解明する記号が，我々には全く与えられていないのであろうか。優れた
理論と累積された例証によって，我々に欠如するものを或程度まで補｡うことが可能なの｡ではないか。
この問題を考察するための手がかりとして, Hexameterを選ぶ理由には，
　1) Hexameterに於てはmetrisches Schemaが予め示されていて, HebungとSenkungの
　　所在が把え易いこと。
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　2）ドイツ語Hex.が古典古代の韻律模倣から始まり，これを脱却しようとする過程で，「よき
　　Hex.とは如何なるもめか」が常に論議されていること６
の２点が挙げられる。
　主として, A. HeuslerのTakt理論に基く分析を中心にして, .Versrhythmus一般について
の理解を深めたい。
　Ｗ．Kayser は《Kleine deutsche Versschule》1946の最終章で, Rhy.のLeitmotivなら
びにRhy.の類型Typus p1. Typenに関して重要な提言をし，具体例によって幾つかの類型の。
定立を試みた。その種類と名称については，主著《Das sprach】icheKunstwerk》1948に挙げら
れたものとの間に多少の異同があるが，両著に共通の類型め１つに, der stromende Rhy. がある。
Kayserは，舶々たるRhy.の対流の川床に相応しい形式とし七Hexameterとfreie Rhythmen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●があるとし，個々の作品の例として, RiLKE後期の代表作〈Duineser Elegien〉, <Sonette an
Orpheus〉を挙げている。stromendの形容は，恐ら＜ＳＣＨＩＬＬＥＲのDistichon〈Hexameter〉
と無縁であるまい。
　　Schwindeld tract er dich fort auf rastlosstrbmenden Wogen,
　　Hinter dir siehst du, du siehst vor dir nur Himmel und Meer.
　この類型の特徴はKayserによれば「絶えず力強く前進する幅広い動き，全体的にゆるやかな
Tempoに応じ，ほとんどのHebungに比較的重いBetonungが置かれる。この様な大きな振幅
に対しては，かなりの波長が不可欠である」* Betonungの重さを振幅Amplitude, Wellenhohe
にたとえる場合，波長Wellenlangeに相当するのは, Kol･）nplﾝKolaと呼ばれるものでなけれ
ばならない。KayserはＫＯｌｏｎをRhy.の単位とみなし，これを用いてGoetheのくBrauti-
ｇａｍ〉｡やC. Brent八ＸＯの<Wiegenlied〉のRhy.の魅力を，実に鮮かに比較・説明する際に，
最も頻度の高いKolonをrhythmishes Leitmotiv と呼んだボ＊。　　　‥
　　「Metrumに対するKolaの独立性の中にこそRhy.の本質が頭現する」とKayserは言う。
　　　　　　　　　　　　　1　　　　　●｡ －･M　　・　●KolonはProsaである日常,の話し言葉の中にも勿論観察されるが，ことでぱ一応Versを読み上
げる際，意味によって区切｡られる語群と考えてよい。
　ｋ０１０ｎは更により小さな語群Komma pi. Kommataに分解出来るといわれる。Ｄ．ＢＡ人ＣｋＥ:
は《Ki. lit.Lexikon》の中でHeine <Traumbilder〉の３行を次の様にKolonとKommaに
ぼ分した後, KolonとKommaには明確な境界が与えられていないと述べ七いる。
　　Was treibt/ und tobtがmein tolles/ Blut ？/
　　Ｗａｓ臨mmt / mein ＨｅＴｚ　I卜ｎwilder / Glut ？/
　ンぱKomma,ガはKolonの区切りをあらわす。G. V. WILPERTも, Koibhに比してKomma
ぱ独立した意味上の単位ではなく，多くの場合幾つかのKorhmataが１ Ｋ０１０ｎを形成すると述べ
ながら，両者の境界は浮動的であるとする。上例に即して言えば, Was treibt und tobt もwas
treibtも11ぐolonと見る事が可能なのである。Terminus規定に関する見解の相違によるとす
るよりも，むしろ詩句に内在するTempoの受取り方と密接な関係があると解すべきであっ七，
Kolonなる概念の様々な解釈に触れる際，再び考察する予定だが，一般的には，ゆっくりした
Ｔｅｍｐｏでは,Betonungの置かれるHebungの数が多くなり, Hebungに置かれるBetonung
はより重くなり，一方Kolonはより短かくなる傾向を持つと言える。
　＊《Kl. dt. Versschule》S. 117のAmplitudeは当然Wellenhoheの間違いであろう。
＊＊　Singtein Lied so suB gelinde,　　　　xxx'χχｘiχ
　　Wie die Quellen auf den Kieseln,　xxxx'xxxx
　　Wie die Bienen um die Linde　　　　xxix'xxxx･
　　Summen, murmeln, fliistern,rieseln　　xx'xx/xx/xx
　　　〔第１節省略〕
　　ここでのrhy. Leitmoivはxxxx
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　Kolonに於て確認さるべきは, Prosa　の中でと同様, Versの中でも, Spracheは意味により
gliedernされるといり事実七ある。
　さてKayserは, Goethe〈Achilleis〉の最初の12行の中にHebung ３ヶをもっKolonが
19あって，これが６ヶの型に別けられ, Hebung １ヶ，３ヶ，４ヶをもつKolonの総計が８であ
るという帰結を示しているが，どの様にしてKolonの切れ目が置かるべきかについては触れてい
ない。正しい切り方と考えられるのは次に示す通りである。
　　　耳och zu Flammen ｅr!tbrannte die machtige Lohe noch einmal,
　　　Strebend geger! den Himmel,リnd !lios゛Mauern erschienen
　　　Rot durch die finstere Naeht ； der aufgeschichteten Waldug
　　　･s●　　　●　　　　－●? I･　－ゝ　　　-- tμ-｡－　　.　　　　　　　Ｉ
　　　Ungeheure Gerust, zusammenstiirzend, erregte
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　－
　　　Machtige Glut zuletzt. Da senkten sich Hektors Gebeine
　　　Nieder, und Asche lag der edelste Troer am Ｂｏｄｅｎ｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
　　　Nun erhob sich Achilleus vom Sitz vor seinem Gezelte,
　　　Wo er die Stunden durchwachte, die nachtlichen, schaute der Flammen
　　　Femes schreckliches Spiel und des wechselnden Feuers Bewegung,
　　　Ohne die Augen zu wenden von Pergamos' rotlicher Feste.
　　　Tief im Herzen empfand er den HaB noch gegen den Toten,
　　　Der ihm den Freund erschlug und der nun bestattet dahinsank.
　　　　　　1.£xxxxxx　　　　　2.｡χxxxxχXXX
　　　　　　3i　£xxxxxx　　　　　4. xxxxxxxxx
　　　　　　5. XXχxxxx　　　　　6.χＩＸＸ£χχXX
　　　　　　7.1ｘjiｘｘ£　　　　　　8.χXXXχ　　　　　　　　9. XXχ　・
　　　　　10. Xχχ£χ£　　　　　11.χiχχiχχ交　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　１２．£Ｘ　　　　　　　　13. xxxx　　　　　　　　14. xicxxxxxxχ
　　　　　15.χχχχχ?Cχ　　　　　16.χxxxxχＸχ
　　　　　17.xxxxxx£X　　　　18. xxxx　　　　　　　　19. XXX£X
　　　　　20.XχIχχi　　　　　21.xxxxxxxxic
　　　　　　　　●　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　1122.£xxxxx£Ｘ. 23. xxxxxχχ1
　　　　　24.xxxx　　　　　　　25. xxxxxxxxxxx
　　　　　2Q.　ＸＸ?txxx　　　　ヽ27.χ)SXχＸＸＸＸχ
　第５行から第６行にかけての行跳びZeilenspru!lg，耳njambementによって第９，第10 Kolpn
を併せ, Hebung 4ヶをもっ１ Kplon を作りない誘惑を覚えるが，そうする々ＫＡＹ明尽の与え
た帰結と合わなくなる。こうして読み上げてみると行の終りで感じられるよりも大きな切れ目が，
行のほぼ真中あたりに位置することが明らかになる。上述の行跳びへの誘惑の根拠もこりこある。
　Hebungの数1, 2, 3, 4によって大別し，そのうちHebung 3ヶのものだけを６つのTyp
に分類すると
　　　Hebung 1 ……………･･……………･･･9，!2, 18
　　　Hebung 2……………………･………8, 13, 19, 24
1
計　8‘Kola　　　　　　　　　　　　:
　　　Hebung 4 ………………………………25
　　　Hebung 3
　　　●　・　●　－　k　 a)xxxxxxCx) ―･………････････(1),(3), 7,･(15).･20j ・
b) xxxxx£･… 10, 26
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c) xxxxxxxCx)………………5, (17), (20)
d) XXχxxxxx
e) XXχχiχχlχ
Ｏ ｘχxxxxχχ£
・6, 16
2, 4, 11, 14, 23, 27
21
計19 kola
　この様にして区切られるKolonは決して単調さを惹き起す程，同じ形で度々反復されはしない。
ほぼ等しいが，同じではなく様々の変化が与えられたものであることが判る。
　KayserによってKolonと呼ばれるものを, Hexameterに関してドイツ詩法論が，どの様に
取扱って来たかについて，歴史的に回顧するのは極め七興味深いことであろうが，ここでは一まず
Ａ. Heusler 《Deutsche Versgeschichte》1925～'29のHex.に関する記述を整理して置きたい。
　ＨＥＵＳＬＥＲはHex.詩行の特徴を次の様に表記している。
　1
1χχ
ユＸ
　2
iχχ
_乙χ
　３
ｌχχ
-ix
　４
£χχ
ユＸ
　５
XXX
6
-ix　a6V
　末尾の符号の各項の意味は夫々
　1）楽譜冒頭の不完全小節に相当する
　　Auftakt　を欠く。〔Ａ〕
　2）6小節Ｔａｋt（ｅ）である。
　3) Kadenzは２音節vollである。
　　Heusler理論に対する賛否の集中するKadenzについて，詳しく触れ得ないが，ここは第
　　６小節が全く欠けることはなく，２音節によって充たされて,いるの意味に解するのが妥当であ
　　る。
図式全体は，第５小節は固定的に３音節，第６小節は２音節から成り，合計５音節であるが，第１，
第２，第３，第４小節には２音節と３音節との選択が許されていることを示す。従ってその組合せ
には24＝16の可能性がある。 1748, <Ｍｅssias〉の最初の３ Gesangeでドイツ語叙事詩に新しい
形式上の可能性を開拓したＫＬＯＰＴＯＣＫがHex.の大きな長所として「調和ある多様」を挙げた
のは，まさしくこ･の点を指している。　２音節と３音節, antikの詩法用語を踏襲すればTrochaus
とDaktylusの交替については，後に詳述するが，1 Hex. に含まれる音節数に関して言えば，最
小は２・２・２・２・３・２の13音節，最大は３・３・３・３・３・２の17音節となる。 17音節の中･に切れ目
１ヶが置かれ得る場所は，算術的には17-1 = 16である。もしも切れ目をHauptzasurとNeben-
zasurの２ヶだとし，あらゆる場合を仮定すれば16×15 = 240の可能性があることになる。ここで
Zasurの名称について言及すれば, antikのMetrikでは, Syntaxの明瞭な切れ目がVersfuS
の’切れ目と一致する場合をDiarese,一致せずに切れ目がVersfuBの内部に来る場合，換言すると
1 VersfuB が２語に分たれる場合をZasurと呼んで区別した。
　　Diarese　一・一円一ヽ･－ヽ･
　　Zasur　　－・一・－|ヽj－・
･ドイツ語詩句に対しても，これを踏襲することもあるが，普通はすべての切れ目をZasur １総称
する様である。ただDiareseの概念は, Hex.の切れ目の問題を考える際に利用価値があると
思われる。同じHebung 6 の長い詩行であるが, AlexandrinerやPentameterには，夫々第3
　　　　　　　　　　　　　　　●●　●Hebungの直後に固定的なZasurがｍかれるが, Hex.ではZasurの位置は自由である。とは
言え先に挙げた可能性240は単なる仮定にすぎず，古典語Hex.を規範｡としながら成長したドイツ
語Hex.には，当然伝続からの拘束があり，それ以外にもドイツ語のRhy.感覚から独自の法則
らしきものが出来た。 Heusler はドイツ語Hex.が切れ目Schnittを，どこに要求し，どこで
回避しようとするかについて規則を見出そうとする。「ドイツ語は第３小節或は第４小節の中に切
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れ目を必要とする。　Hebungの直後或は第1 Senkungの後ノどちらでもよい」がその結論であ
る。antikの用語で「第３詩脚或は第４詩脚中にDiareseではなくて, Zasurが必要である’」と
言い換えることも出来よう。次の４つの場合が考えられる＊。
　　　　I　II　Ill　　IV　Ｖ　VI
?
???
???
??
???
???
????
???
?????????????
｜£'ｘｘl　　　l　l　　　　3m　　Penthemimeres
XX X l　　　l　l　　　　3ｗ　　kata triton trochaion
｜　　　μ'ｘｘ l　l　　　　4m　　Hepthemimeres
｜　　　I xx'x‘|　1　　　4ｗ　　post quartum trochaeum
ubten ein frohliches lied' die neuermuntertesten vSgel
alle hatten･zu klagen',‘erhatte sie alle beleidigt
hof zu halten in feier und pracht'; er laSt sie berufen
Isegrim kam von feme geschlichen', verzehrte die fische
　3m, 3w, 4in, 4wの記号lit HEUSLERの用いたものである。フラソメ語詩法から導入されて，
一般には詩行がHebungで終るか，更にその後にSenkungを伴うかの区別を表わすmannlich,
weiblichの省略ｍ，ｗを詩行途中の切れ目に応用した。
　この4･種のSchnittの交替がドイツ語Hex.の魅力を醸し出す為に最も重要な要素であるとい
う。 AntikeからのTerminusの継承が到る処に見られることは，前に述べたが，’こごに挙げた
Schnitt乃至Zasurにもantikの名称が残されている。’ Penthemimeres, Hepthemimeres　と呼
ぷのは，希腫語Hex.を構成するDaktylus lヽハ･－|或はこれと等価のSpondeus ‘|－ － | を２分割
し，狭義のMetrum即ちVersfuBの半分hemimeresと呼び, Hex.詩行の中で夫々５’番目，７
番目のhemimeresに当たると勘定した結果である。 kata triton trochion, post quartu?tro-
chaeumと呼ぶのは希謹語と羅典語で夫々３番目，４番目のTrochausの後（に現われる‘Zasur)
の意味である。これら名称が，Iドイツ詩法の中で，いまだに余喘を保っているのは, Schnittの重
要性がそれ程に意識され論議され続けた証左とも見るべきであろう。はじめの３種類のSchnittは
好ましいものとされたが，4ｗはHomerで千分の１の確率でしか現われないところから，忌避
すべきものとされ，希旛語ではSyntax‘の切れ目は，たとえ語の終りであっても許容されない禁止
区域であった。　ドイツ語Hex.ではJ. H. Voss･らの4ｗに対する厳しい禁令が，遂に無視され
る結果に終った。
　Schnittの場所について，詩行例を分類すると次の様になる。 Heuslerの説明がきわめて多岐
にわたり懇切であるため，却って要約し難いので，配列を新たにし符号を加えたものである。」は
小節の後に来る切れ目を示す。
　1) 4-第４小節の中に切れ目のある詩行
　　innerhalb心nsers kbniges frid' und freiem geleite（4m）
　　aber wird ihm diesmal verziehn', so wird er'in kiirzem （4m）
　　denn seitdem des kOnigs fried' verkiindiget w6rden （4ｗ）
　　noch zum letztenmal effentlich spr6chen' und redlich bekennen （4ｗ）
　2) 2-+ 4'第４小節の中に主たる切れ目，第２小節の中に従たる切れ目のある詩行
:　　leicht an den strand", ganz ohne beschwerde゛， mit freundliche lacheln （4ｗ）　　I｀　　ヽ
　　niemals, ruft ｅｒ’mit hamischem eifer゛，begeisterte Shakespearn 6（4ｗ）
　　mehr als ＆Ch°! doch χVackerlos kldge'ヽwill wenig bedeuten (4w)　　　　　　　　　/
　　＼st hier niemand', Jung oder &h', er fUrchtet den frevler （4m）
＊　各小節は常に３音節と限らないが，ここでは一覧性の為に√この様に表記した。
　　実際例として挙げられたのはＧＯＥＴＨＥ･〈Reinek Fuchs〉の４行である。
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　　佃4 sie setzten sich' gegeneindnder', begannen das ｃｒ耐ｏ（4W）
　2）j　3’十(4-)第２小節の中に従たる切れ目だけのある場合は，第４小節にも従たる切れ目が要求
される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’●
　　Braun den baren‘ ernannte man aber' zum boten. Der konig
　2）″前項の要求にもかかわらず，第４小節に切れ目が現われ得ない詩行は好ましくない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●s　　　f　　　　・　　　　　　　　　　　　1　　　●Kauzchen schwingen‘ aus ihren staubigen nestern die flugel
　3) 3' od. 4’切れ目の現われる場所として第ａ小節と第４小節とのいずれか，選択の可能な詩行
　　pfingsten, das liebliohe fesf。ｗβΓ gekpmmen ； es grunten und blUhten
　　pfingsten, das liebliche fest, war gekoi:r!men'; es grunten und bluhteり
　同様にして　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　festlich heiter' glanzte' der himmel' und farhig die 町（!ｅ
　　Reineke ｈ&b auch das' ih!ｎ gen6mmen'！ jetzt spran･ｇ auch d（;Γkater　　　　　　　｡･
　・als zwei gleiche gesellen' zu leben'.　Das muB ich erzah】en　　　　　　　　　，
　●　　　　｡･　●I●111　1’｡ ●　　　・　　　　　　　　　　　●･　●　1ﾀ･がり　　　　　　　　I
　　- Reineke konnte vor zorn' nicht reden' doch was er sich dachte
　　●T･･Φ-●･ﾐ　●i･　　　・■Iゝ　　・　　・　　・●tf｀”’　　　　･か　　’　χ･f｀χ’●’･　　　　　1
　4）2‘＋4’ od. 3’第２小節に従たる切れ目，第４小節に主たる切れ目を置くか，第ａ小節だけに
また刎
　　laBt eﾘch erzahlen', wle er so Ubel' an Lampen c畑m hasen
　　laBt euch erzahlen, wie 6ｒ’so ubel an Lampen dem hasen
　5) (30 Syntaxではなく, Rhythmusによって第３小節に切れ目が要求される詩行
　　unbedaehtig sagte' der kater : tリt mir die liebe
　ne恥ｅいns auf, ihr h6ふ' aufragenden walder, ihリ痢y　　　　　∠
　　佃d er 叫es, der un=' erf6rschliche, wie sie ihn nannten
　　fuhre sie mir, als deine' nachahmerinn, voller entzuckung
　　　¶●-r･　　1・　l　　”゛ ’｡　　・　・
　6）・3'+ 4-」第３小節に主たる切れ目がある上，第４小節にも従たる切れ目が現われる詩行。　こ
の場の4｀は小節内の4m, 4wではなく，第４小節の後，第５小節の前tこあるDiare・で羅典語牧
歌の中に好んで用いられたためTmesis bucolica の名称をもつ。
　　ｅ（!ｅ! seid ihr und grofi' ｕr!d ehrenvoll°， jedem erzeigt ihr
　　aber vor alien dingen' erbarmt euch', daiB er mein weib so
　　ｊｅr!er sprachs, Ｕｎ（!verwirrtりnteilte sie･，qualen erduldend
Tmesis buco!ica を含んでいるが好ましくないとされるものは,上次の通りである。
　6)' 3」＋4」第３小節の後にもDiareseのある詩行
　　jener sprachs‘, und angstvoir eilte sie' qualen･ erduldend
　6)" 4」第３小節に切れ目のない詩行
　　jene versteinerten‘， die du so morderisch‘， einem ｐＱ!yp gleich
　　rauschet nicht, wehende Niedermiinster-linden, mir furchtbqr｡
　　welches schon off den gottlichen mittlerリiuf seinen gipfeln
　　　　　　　　　　●’l　　　’･’・　j’　　・　I　´’i　･●｀‘ ｡”P’
　　dieser erwah!tｅr!’ verehrungswurdigen" tage bereiten
　7) 3'」第到ヽ節の後にHalbpartschnittと呼ばれるDiareseだけをちつ詩行。ちょうど真中
から２つの等しい部分陽分割されるためであるが，好拿しくないとされる。
　　einen schonen palan' sangen die jungen Achaier
　　mild steigt nieder und huldreich' iiber die glanzende ebne
　　schmeidige doch ein weniges° deine borstige seele
　　wenn er sich, einen groBen tag', uns offenbarend eroffnet
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　8）第4 Hebungが弱すぎて3mが明瞭なZasurとして効果をもち得ない詩行も好ましくな
いものに数えられる○　　　　　　　　　　　　’　　　　　－ ゝ　　　　●
　　bracht er die keile heraリｓ’；nun war der braune gefangen
　　laB nichtリngeriihrnt' mich ｚ.£lden schatten hinabgehn　　　　　，　　　　・　＿
　　was vom kristentum gilt',gilt von den stoikern, freyen
　　so griff Lavater jｕやg’ｎ尽（ホd&rｇｅ虹部がgten puppe　　　　　　　　″
　歴史的経過から当然のことであるが，ドイツ語Hex.に対する規則は, antik. Hex｡と完全に無
縁で鴎あり得なかった。 Rhy. ^:i関して適当とされる切れ目は，６つの小節を耳ebugの数で３・３
又は４りの２群或は２・２・２又は３八・２の３群に分割し，夫々の語群が尽!ly.の単位どして回
帰すること，3」，4」の様なDiareseがある場合, Rhy.の流れが，そこで中断乃至停止すること
が指摘される。　その理由は, Hex。詩行のはじめは常にlｘ（ｘ）…　となるのに, Diareseの後で
再びxxCx)…となればRhy.的単調は免れ得ないからである。 Endreim による各行の統一・対
応が欠けるだけに，一層この型の二分割の危険は避けなければならぬことが推論される。
　我々はまた, Heuslerが挙げた詩行り例とそれに対するRhy.り評価から, Hex. c Rhy.の
在り方噺聴覚的に把握することを，或程度まで期待し得ると考える。
　《ｐ叩りche Verskunst》1951 ff.でU. Pretzel it Schnittの場所は決して勁かし得ないも
のではなく，これら規則に違反するHex.や，はっきりした切れ目をもたないHex.や３ヶ，３
ヶ稀に４ヶの切れ目をもつ耳qｘ.がＧｏ!ETHE, SCHI!ふＥＲ陽も見られるとして，陶5リ5ぼJIの主
張に異を唱える。しかし「規則」はRhy.感覚に基ずく要請と解すべきで，その故吟こそ，羊たる
切れ目が明瞭でない場合，従たる切れ目への要求が生ずることをHeuslerは否定しないのであ
るし，定格があってはじめて破格は文体上の効果をもつという反論も成り立ち得る。
　Zasurが明らかである場合は勿論, Hauptzasurが明らかでない場合でも，要求に応じて現われ
るNebeuzasurによって区切られる語群が, Rhy.決定の要素として問題にされて来たが. Heus･
LERの場合，この語群はＫＯＩ叩と呼ばれていたであろうか，逆に彼はどの程度の音節数を１ ＫＱ!ｏμ
含む語群をと見なしたであろうかを観察したい。その説明によれば
??
　　uberair aber', wo wir als leidende! bemerkt werden'。
　　wird unser leidende! flach' ausgelegt
　’はＫＯＩｏｎの切れ目，゜はその後にあるaberやその前にあるflachが強いAkzeutをもつ時
には，はっきりした切れ目に変り得るものであると言う。Heuslerは，これら語群に対して，
WortfuB, Spr.echtakt, Periode des Sinnes　などよりも，Ａtｅｍｇrｕppe昿　より相応Iしい名称で
あるとも述べ，ゆっくりした朗読に際して，呼吸の休止の考えられる場所をKolonの境界である
とする。　また夫々のKolonが１つの頂点をもつとして, proklitisch即ちvorgeneigt及びen-
klitisch即ちriickgeneigtという概念を，この例によって巧みに説明している。すなわち,勾配線を
附けたKolonの中でwo wir alSは前傾的であり, ldidendeの, Akzentをもたない部分-dende
は後傾的である。更に同じ個所で, Vers中のよりはっきりした切れ目がZasurであると述べてい
るところから, Zasurによって区切られた部分は，更にいくつかのKolaを含み得ると解釈でき
る。Schnittの問題を離れても, Kola によるGliederungに変化のある事が望ましいとも述べて
いるりで，この観方は正しいと思われる。　Heuslerの仕方で完全にKolaに分節された詩行を
示せば
SChりner', edler' jungling', den alle' grazien' schmiicken.
Schりｎ’gelock' das h町ｒ!, geziert' mit band' und geschmeide.
これらは，前に挙げたHeineの例でKommaと呼ばれたものに等しく, Vers ＼こ於けるＨが)りng
1ヶをしか含んでいない。 Hex. のみに止まらず，一般にVersにとっては，これらAtemgruppe
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の_Rhｙ.的多様が望ましいとHeuslerは言う。ａ）は２-ﾆを，b）は－２を夫々４回ずつ繰
返えす所に，気の抜けた単調さがあるともいう。「２つ以上の同じKolor!が続いてはならない」
　「Amphibrachys - 一乙－は醜い」＊など, Kolonについて様々･の禁止条項が，ドイツ語Versに
関して唱えられたが, HeuslerはＧＯＥＴＨＥの次の例を挙げ，これらの禁令に違反する詩行が
むしろ魅力的であると主張している。
　c) frohlich' belausch ich" im dunkel' der buchen' das zwitschern' der vogel･
　d) diese gondel' vergleich ich' der wiege' sie schaukelt' gefallig.
ａ），b）とｃ），d）とのRhy.の比較によって, Kolaの多様のみならず，２音節と３音節の小節の
もつ特性の相違にも注目しなければならぬことが明らかになるが，これについては後ピ触れる。
　《Der Rhythmus des deutschen Verses》1960でF. LOCKEMANNは, Kolonに相当する
次の様な語群にＫＬＯＰＳＴＯＣＫの用いたWortfuBの名称を与え，
　　Hab ich den Markt / und die StraBen / doch nie / so einsam gesehen ！/
　　1st doch die Stadt / wie gekehrt！/ wie ausgestorben ! / Nicht funfzig,/
　　Deucht mir, / blieben zurijck / von alien / unseren Bewohnern. /
各行はじめのfallendなものを除いて, steigend-fallendなりzweiteilig steigend なWortfuB
が優勢を占める所にantik. Hex.に対するﾄ｀イツ語Hex.のRhy.的特徴が見られるとしている。
　Kolonという同一の名称を持ちながら，
　a) Hebung １ケを持ち，従ってMefrikのVersfuSと相互に切り合う程度の大きさの語群
　べHeusler)
　b）それらが２つ以上集まって，文法上の１文肢にほぼ近い意味のまとまりをもつもの
　　(LOCKEM八ＸＯ
　Ｃ）Ｈｅｘ，作詩上の約束の１つとも見られるZasurによ1つて区切られる更に大きな部分
　　（Ｋ八yser)
の３種類の量のあることが判る。<Achilleis〉第１行に･よって比較すれば次の通りである。
　ａ）Ｈｏｃｈ/ zu Flammen / entbrannte / die machtige / Lohe / noch einmal /
　b）Ｈｏｃｈzu Flammen / entbrannte / die machtige Lohe / noch einmal /
　Ｃ）･Hoch zu Flammen entbrannte / die machtige Lohe noch einmal /
これら３つの量は，すべてSyntaxに下属し，意味によるTeilungによって生じたものである点
で共通する。筆者はHex.のRhy.を決定する基本単位即ち群として感覚的に最も把えやすい部
分としてはｃ）をとるべきであり，この群の組成にかかおる下位の単位として, b), a)を観察す
ればよいと考える。
　ここにＦ. Ｇ. JiJNGER 《Rhythmus und Sprache im deutschen Gedichte》 1952の一部を引
用し, Rhy.がVersakzentとSatzakzentとの相剋の体験であるとする，その主張の一端をうか
がうことにする。「Ｋ０１０ｎが１音節の，或は多音節のTaktと重なることもあるし，ことなるTakt
の数音節が結びついて１つの群即ちＫ０１０ｎを形作ることもある。Versが長くなればなる程，よ
り多くのKolonを含み，その際Kolonの数や種類はＫ（･Ｉｏｎに彭響を与える。短いTaktが密
集しているか，同じ長さのＫ０１０ｎが連続しているか，長くて不等なＫ０１０ｎが並行しているか一
耳で聞し｡ヽだ場合，大きな相違がある。Versの側からは, Kolonに対し同じ形で回帰させようとす
る力が働き, Salzの側からは異なる形のKolonを配置させようとする別の力が働く。Ｋ０１０ｎが
常にTaktと一致乃至平行すると，規則正しいが或種の固苦しさをもつVersが生ずる。 Taktの
連続の同一性の中に，不等性を導き入れるのは, Kolonの任務の一部であるJ TUNGERにおける
＊　VersfuBに関してではなく, Wort乃至Kolonに対する名称として用いられていることに注意しなけれ
　ばならない。
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Kolonは，前記の３量のどれに当るかが，ここではそれ程明らかではないが。KolonがVersの
中で受持つRhy.･上の役割について，詩人的洞察が明快に語られている。
　Rhy.決定の要素のうちには，小節Taktをも含めなければならない。　Heuslerによれば，
Hex.を構成する３音節Taktほｘｘlは，音節の長さから言えばTribrachys ""･，1nであって
Daktylus 一一，2nではなく，２音節Taktにｘlは, Trochaus －ヽ･，21に相当するもので，
Spondeus －－，22ではない。ここにも古典語のquantitierend, messendな原理と，ドイツ語の
akzentuierend, wagendな原理の相違を克服しなければな･らない苦心の程がうかがわれるが，こ
れに関連してHeuslerの符号について立入る必要がある。　　　　　　　　　！
　nhd. Versの中では, urn, dumm, stumm, dumpf, stumpf, strump‘f,stumpfstの７語を発
音するための所要最低時間値の差は無視される。従っ‘てritten, rieten / lassen, lasen / wonne,
wohne / wahre, wahrspruchの４組に於て，前の語と後の語とはすべて等価であり，２拍子の小
節として匯XIと表記されねばならない。　しかし３拍子の小節として，これら８語全部が1^x1
と表記される場合，例えばＷＯｎ-とＷＯｈ-とが同じ長さをもち，しかも-ｎｅの２倍の長さをもつ
という誤解が起きたとしても無理ではない。　TaktとはIktusからIktusまでの規制･された時間
間隔であるとするHeuslerの定義に対し，何によって規制’されるかの疑問が生ずる｀と同時に，
Taktという音楽用語からの先入観や，これに関してHeuslerの列挙する比喩は，錯覚への甘
い陥穿となりやすい。Heuslerが「Metronomに合わせても魂め寵った歌をうたうことが出来
る」「ＢＥＥＴＨｏｖＥのF-Dur-QuatettのS「:herzoがもしMetronomから著しく外れたら如何な
るであろうか」と述べているところを，比喩的にではなく，字義通りに解釈すると，どの様な結果
を招くであろうか，筆者は次の様な３種の方法によって実験を試みた。
　1) Metronomを３拍子にセットし, <Reineke Fuchs〉の第１句を言わば楽譜に書き換えて，
打拍に合せてvortragenし，不自然でないかどうか。
??? ?????
?????? ????―????
men in
?
Wie-
J
duf-
???―???
J
spr6G-
J:
♪♪｜
te von
Jl
ten-den　Griin-　　den
・2）テープに等間隔の目盛り･を記入し，目盛の通過する毎にHebungを読み上げて，それによ
ってVersがrhythmishに聞えるかどうかJ
　3）舞台俳優W. QUADFLIEGの朗読ビよる〈Romische Elegien〉のHex.｡部分で, Hebung
相互の時間間隔を計測すれば，それ等が常に等しいかどうかj　　　　。
　これらの結果は，予想通りNeinであった。「自然らしさを求めるのは時代の好尚にすぎない」
　「18世紀の詩人はSkandieren乃至Hersagenを望んだ」，というHeuslerの説明をもってし
ても結果を肯定することは不可能である。然らば，この様に決して機械的に均等に区切られていな
い, Taktという時間間隔を規制するものは何であるかｰを再考することを余儀なくされたので
ある。ここで手がかりとなったのは「Rhy.の起因は，期待と実現の感情である」という心理学で
の定説と, Wellek & Warren《Theory of Literature》1942の「われわれは一定の時間が
たつと，リズムの上での合図が現われるのを予期している。しかし，その周期性は正確である必要
はない」という聴感的作詩法に対する批判の部分であった。
・Heuslerがーの符号は２分音符に，｡１ Mora ｘの符号は４分音符に相当する‘と述ぺだ時に，本
来の音符のもつ数学的な精確度からーはｘの２倍の時間延長を費して読み上げられるべきである･と
いう誤解即ちHeuslerの符号が゛ドイツ語Versとは無縁なるべきQuantitatを表記するもの
であるという誤解の潜入し易いことは認めなければならない。･それにもかかわらず，緊張にみちた
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期待を表わし，それによってRhy.の流れを喚び出し得るという長所は，充分に欠点を挿うと言え
る。Heuslerの符号に対してＰＲＥＴＺＬはユｘに代えてｘｘを用いているが，いずれが詩人の
Rhy.の追体験を容易にするかに重点を置いて双方を比較するものは，はじめのIktusに於ける立
止まりVerweilenと，次のIktusへの期待Erwartenを，視覚的陽より端的に表わしたHeusler
をとるりではあるまいか。例えばGoetheの次り詩句脳対する耳ＥＵＳぼRの美事なTaktierer!
には，他に代用すべき符号のあり得ぬことが我々にも感覚的に充分了解されるであろう。
　　Kennst du das land, wo die citronen bluhn,　　　　　１
　　にμｘにIA:x|XX IXXにI AA
　　im dunkeln laub die goldoranger! gluhn,
　　ein sanfter wind vom blauen himmel weht,　　　二
　　die myrte stillund hoch der lorbeer steht？
　　|,人x|xx|-i|a:XIね|μにI AA
　　Kennst du es wohl ？　Dahin！　dahin
　　　●･｡「ﾊﾟｰ･　　●」●’　一一　J　　I”　　・
　　にど|剱に川人：ｘに乙ＩＡＸにIAA　　‘
　　ｍりcht'ich mit dir,０ mein gebieter, ziehn.
　　IAX IXXにi IAX IXX IXXに|aa
　荘重なる威厳にみちたantik.耳堅｡(E. St人IGER Yこよれば，。現象り流れの中に於ける不聯Ｑも
のをHomerのために確保した，あの韻律）は2n又は22の小節より成る1拍子であったのに，
ドイツ語Hex.は昔拍子のWalzertaktで希嘩語Versrhythmusの男動的・無尽識的な新解釈
であるとHeusler litいう。同じ晋拍子であっても，３音節小節と２音節小節の占める剖合に
よって，個々の作品のRhy.的特徴の差異が生ずるとしてI XXX I:にｘlが, Voss〈Luise〉で
65 : 35， KlopSTOCK <Messias〉で61‘: 51， Goethe <Reineke〉で49’: 51，くHermann ｕ.
Dorothea〉では51 : 49 の百分比を示すという。これに対しても, PretzelはHeuslerが6
Taktすべての平均値を出したのは誤りであるとし，固定的ではない最初の４小節，就中第１小節
だけによる比較を重視すべきであると主張し心:いる。‘Ｕ）O行中78行Ｑ第１小節の重たく，ためらい
がちなTrochausが<Achilleis〉の冒頭部分の内容と密接な内的連関を持つとし, <Hermann ｕ.
Dorothea〉の中でも, Kalliope章の夫婦の静かな対話37行の最初の４小節の総数148の中でDakt.
とTro.の数は69 : 79であるが, Thalia章の父親め興奮した語調37行では同じ以8小節がa5 : 63
の配分に変わると述べ，更にこの数値と内容の対応の実例拿他にいくつか挙げている。文学作昴の
内容が必しもDakt.の躍動, Tro.の沈静という単純な両極に振り分けられるものではあり得ない
が，興味深い指摘である。
　最後に, TaktとRhythmusという，きわめて混同脊れ易い３つの概念について，L. Klages
の規定を援用しながら，耳ｅｘ，詩行に於て，それ等がどう位置づけられるべきかを考察したい。
　Takt拍子が規則的現象だとすれば，音響分割の精確さ，厳格な規則性，規則的系列の明瞭さを
伴う場合に，即ち，耳ｅｘ.力月収x|x6の最も単純な系列として√すべてのHebungが全く同じ重
さをもち，途中に全然切れ目がないか，或は常に同じ場所にのみ切れ目がある場合に, Takt拍子
は完全なものとなる筈である。しかしながら，この様な系列は仮にあり得たとしても到底感動Er.
griffenheitを表出する手段とはなり得ない。抽象的に想定し得る完全なＴａμ拍子は, Hex.に於
ては，まず２音節と３音節の自由な交替によって克服され，具体的には，変化ある6 Takt（ｅ）小
節として現われる。ここまでは依然として伺一なるものの反復Wiec!erholungとしてTakt拍子
に属する詩行が，ついで，このMetrikの原理とは全く異質のSyntaxのそれによって，様々の
規模の多様な語群に分節される経過は既に観察しか通りである。この様にして，２つの原理の対立
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と交渉によって，相似するものの回帰Wiederkehr乃至更新ErneuerungとしてのRhythmus
が, Hex.詩行に｡顕現するのである。
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